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【緒言】量子ナノ構造中に閉じ込められた励起子は、量子閉じ込め効果により高強度で高速な発

光を示すことが報告されている。本研究では、この発光特性を利用した高速応答シンチレータ開

発のために、有機無機ペロブスカイト型化合物(RNH3)2PbX4{R：炭化水素、X:ハロゲン}に着目し

た。当該物質は、有機層を障壁層、無機層を井戸層とした量子井戸構造とみなされ、無機層に量

子閉じ込め効果を受けた励起子が形成される。これまでの研究で、(C6H5C2H4NH3)2PbBr4への SrBr2

添加により放射線励起時の励起子発光量の増加を確認した[1]。本研究では、新たにMnBr2を添加

した(C6H5C2H4NH3)2Pb1-xMnxBr4 (x = 0, 0.05, 0.2)を作製し、そのシンチレーション特性を調べた。 

【実験方法】C6H5C2H4NH3Br、PbBr2、MnBr2を化学量論比通りにジメチルホルムアミド中で 3時

間混合後、溶媒を蒸発させて(C6H5C2H4NH3)2Pb1-xMnxBr4 の粉末多結晶体を得た。得られた粉末試

料をプレス成形することで、ペレット試料を得た。 

【実験結果】図 1に X線励起時のシンチレーションスペクトルを示す。x = 0試料では、x = 0単

結晶でみられた励起子発光ピークが 430 nm において観測されず[2]、欠陥由来と示唆されるブロ

ードなピークが 500 nmに観測された。一方、x = 0.05、0.2試料では、明瞭な励起子発光ピークが

観測された。励起子発光量を比較したところ、Mn濃度増加による励起子発光量の増加を示唆する

結果が得られた。図 2に、作製した試料の X線励起時のシンチレーション時間プロファイルを示

す。すべての試料で励起子発光由来の蛍光成分(2-3 ns)が観測された。本講演では、シンチレーシ

ョン特性の詳細に加えて、(C6H5C2H4NH3)2PbCl4におけるMn添加効果についても議論する。 
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Fig. 1 X線励起時のシンチレーションスペクトル。  Fig. 2 X線励起時のシンチレーション

時間プロファイル。  
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